
第７９回国民体育大会・第２４回全国障害者スポーツ大会 

滋賀県開催準備委員会 

第９回広報・県民運動専門委員会 議事録（概要） 

 
１ 日時 

  平成 30 年(2018 年)３月 29 日（木） 10:00～12:00 

 
２ 場所 

  滋賀県大津合同庁舎７－Ｃ会議室 
 
３ 出欠状況 

  委員 18 名中 10 名出席 

   出席：井口 貢委員長、天川 隆男副委員長、糸井 孝実委員、今井良治委員、 
井用 重喜委員（代理出席：藤江氏）、奥山 光一委員（代理出席：加藤氏）、 
加藤 秀生委員、嶋津 栄之委員、藤原 久美子委員（代理出席：山口氏）、 
吉成 永部委員 

欠席：東 登志也委員、岡本 幹彦委員、坂田しのぶ委員、清水 純一郎委員 
殿村 美樹委員、廣瀬 香織委員、藤本 正勝委員、堀士 昌哉委員 

    
４ 配付資料 

   別添のとおり 
 
５ 会議概要 

 

 審議事項（１） 

【質疑】 

＜委員＞ 

目的の第４行目の「みんなで取組をする」の送り仮名“り”と“み”がいるのではないか。 

 

＜事務局＞ 

県の事務文書手引きに基づき、このように表記している。 

 

審議事項（２） 

 

 

※事務局から「第 79 回国民体育大会・第 24回全国障害者スポーツ大会県民運動基本方針（案）」

について説明。原案どおり承認。 

※事務局から「第 79 回国民体育大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会広報・啓発活動平成 29

年度取組実績（案）」について説明。質疑応答はなく、原案どおり承認。 



審議事項（３） 

【質疑】 

＜委員＞ 

まず１点目、１「愛称・スローガン等による広報」の（１）「大会愛称・スローガンの選定」

について。愛称・スローガンは近年、国民体育大会（以下国体という。）も全国障害者スポー

ツ大会（以下全スポという。）共通のものとなっているが、滋賀県で行うときも共通であるの

かを確認したい。 

２点目に、（２）「大会マスコットの活用」について。デザインの展開形の作成とあるが、

障害者スポーツ大会で使用する際、「車いすに乗っていないと、何の大会か分からない」と言

われることがある。車いすに乗っていているデザインも作成していただけるようお願いした

い。 

３点目に、６「映像による広報」について。昭和 56 年（1981 年）に滋賀県で開催された、

第 17 回全国身体障害者スポーツ大会の映像が、県障害者スポーツ協会に残っている。その映

像を取り込んでいただけないか。びわこ国体だけでなく、びわこ大会の映像も挙げていただ

きたい。 

４点目に、映像資料を作る際に、必ず副音声と字幕をつけていただきたい。この２つがあ

ると、誰が見ても分かるものになる。可能なところから始め、全スポが両輪の一つであると

分かっていだだく様な内容にしていただきたい。 

 

＜事務局＞  

ご指摘いただいた「愛称・スローガン」の一本化については、近年の開催県を見ても両大会

一本のスローガンで設定されており、本県においてもスローガンは一つで設定したいと考えて

いるところ。「大会マスコットの活用」については、全スポにおけるマスコットの基本形を可

能な限り早期に作成し、使っていただけるようにしたいと考えている。「映像による広報」に

おいても映像を頂戴し、いろいろなブース等で上映できるような体制を整えてまいりたい。国

体だけでなく、全スポも周知できるような取組を考えてまいりたい。また、今後制作する映像

等については、誰が見てもわかっていただけるよう、字幕等加味しながら製作していきたい。 

 

＜委員＞ 

「各種広報物品による広報」の（２）フォトコンクールの実施について。“コンテスト”で

はなく“コンクール”としてやるという認識だが、デザインカットを作るには、ある程度数

が集まらないと難しいと考えるが、どのくらい枚数の募集を目指しているのか。 

 

＜事務局＞  

コンクールについては、広報ポスターと同様、最優秀者には賞金という形で賞をお渡しし

たいと考えているところ。デザインカットを作る時には、一定数作品が必要と考えている。

募集時には呼びかけを行い、広報を交えながら方策をいろいろと練ってまいりたい。ポスタ

ー化するのでサイズとしてはＡ１サイズということになる。数百枚くらいの点数の応募を目

※事務局から「第 79 回国民体育大会・第 24 回全国障害者スポーツ大会広報・啓発活動平成 30

年度取組計画（案）」について説明。原案どおり承認。 



標に募集していければと考えている。 

 

＜委員＞ 

フォトコンクールについて。県民からスポーツを楽しむ様子の写真を募集し、コンクール

を実施するという方針だと思うが、県民しか応募出来ないものなのか。県外からの誘客を図

るうえで、全国的に募集してはどうか。全国的に募集したらそれ自体が広報に繋がるのでは

と考える。 

 

＜事務局＞  

県内外への広報・発信という部分も多分にあり、コンクールは県民のみに関わらず県外から

も応募も選択肢に含めながら、実施を考えてまいりたい。 

 

原案を委員の提案をもとに一部修正し、委員長と協議の上、委員に確認いただく旨、各委員

了承。 

                                          以上 

 


